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１．概要（Summary） 

腹膜癒着とは、外科手術等により、腹腔内で本来離れ

ている臓器同士が結合組織によって癒着してしまう症状

である。これを防ぐために、シート状やゲル状の癒着防止

材が広く臨床で用いられている。しかし、現行の癒着防止

材の効果はいまだ十分ではなく、より癒着防止性能の高

い材料の開発が求められている。新規の腹膜癒着防止材

として、我々は高分子ハイドロゲルを凍結乾燥して得られ

るスポンジの開発を行っている。これまでの検討で、スポ

ンジの組成や作製方法によって癒着防止性能が異なるこ

とが明らかになった。この原因を明らかにするために、本

研究ではスポンジの内部構造の詳細な観察を行った。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

SEM (TM-3030Plus) 
【実験方法】 

様々な組成や作製方法で作製されたスポンジ材料を

TM-3030Plus によって観察した。観察倍率は 50 倍及び

100倍を使用した。また、対象のスポンジは高分子材料で

チャージアップしやすいため、帯電軽減モードを使用して

観察を行った。スポンジの表面から観察を行うことで、スポ

ンジ中の細孔の大きさ及び形状を評価した。また、スポン

ジを中央で切断し、断面観察用の冶具に固定して断面を

観察することで、断面の構造及び膜厚を評価した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

開発したスポンジ材料を SEM で観察した結果、スポン

ジ特有のマイクロメートルオーダーの多孔構造が確認さ

れた。形成される細孔の大きさや形状は、スポンジの組成

や作製条件によって大きく変化することが明らかとなっ

た。 

また、スポンジを切断し、断面を同様に SEM で観察す

ることで、スポンジの膜厚を評価することも可能であった。

スポンジの膜厚も同様に、スポンジの組成や作製条件に

依存することが確認された。さらに、断面観察によって細

孔構造の深さ方向での分布を評価することも可能であっ

た。 
今後、スポンジの多孔構造の違いと癒着防止性能との

相関を明らかにすることで、スポンジ構造の最適化が可能

になると期待される。 
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